
9 
 

厚生労働科学研究費補助金(医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業) 

「機能性化粧品成分の個体差等に基づく安全性評価法の策定に関する研究」 

分 担 研 究 報 告 書（平成 27年度） 

 

臨床からの原因究明(II) 

機能性化粧品成分の個体差による影響因子の分子解析 
 

研究分担者 片山一朗 大阪大学大学院医学系研究科皮膚科学 教授 

 

Ａ．研究目的 

本研究ではロドデノール含有化粧品が白斑を使用

者の一部にのみ発症した個体差を分子的に解析し

発症原因を明らかにする事で化粧品成分の安全性

評価法を一般化する事を目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

  培養メラノサイトへのロドデノールの分子学的な影

響を測定すると同時に患者皮膚生検サンプルや血

液を用いてメラノサイトやリンパ球サブセット、自己抗

体を解析する。 

        

（倫理面への配慮） 

  ロドデノール誘発性脱色素斑または尋常性白斑

患者に於けるHLA・末梢血リンパ球・皮膚局所の免

疫解析（大阪大学医学部附属病院・研究倫理審査

委員会13421-2承認済み）に基づき患者より同意書

を収得の上研究を進めている。 

 

Ｃ．研究結果 

本研究ではロドデノールによりメラノサイトのオート

ファジー経路が活性化する事、逆にオートファジーが

抑制された状態で細胞死を誘導しやすい事を明らか

にした。さらに患者皮膚組織の解析より形態的なメラ

ノサイト異常・メラニンの滴落を見いだした。さらに患

者末梢血中のリンパ球の異常を見出した。 

 

Ｄ．考察 

  ロドデノール誘発白斑では今まで知られている細

胞毒性以外にメラノサイトのオートファジーの状態が

関与する事が考えられた。また、通常の尋常性白斑

と異なるメラノサイト異常や免疫学的な機構の関与が

疑われた。 

 

Ｅ．結論 

本研究でロドデノールの個体による影響の違いに

関与すると考えられる分子機構・免疫異常が明らかと

なった。ロドデノール白斑発症機構は単一の要因で

は説明がつかない事からこれらの研究をさらに有機

的に結びつける事により病因を明らかにできると考え

る。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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